
2019年度 第２回共創サロン 

◆共創サロンとは◆  

参加者が相互に交流して情報を出し合い意見を交換する場です。テーマは学内の特色ある研究、
教育、地域活動の中から、学生や学外の方を含む多くの方に興味を持っていただけるような内容
を取り上げます。大学と地域との懸け橋となるよう気軽に参加できるサロンを目指していきます
ので、皆さん是非ともお越しください。 

◆日 時：１２月１８日（水）１８：１０～１９：４０ 

◆場 所：下関市立大学 本館３階  Ⅱ－３０１教室 

◆参加費：無料 ◆駐車場に限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。 

 田吹香子 准教授 

◆学生の皆さんも学外の方も、ぜひ奮ってご参加ください。 

小説(物語)は英訳するとnovel (fiction)となる。私小説というジャンルもある

が、それ以外は作者が編み出す架空の「お話」だ。しかし、その「お話」を書く

作者の履歴が「小説より奇なり」であるとしたら、読者はその物語を作者の経験

を元にした独白と捉えるのだろうか。そして、作者はその読者の解釈にどう対処

するのだろうか。 

 今回は、1969年から70年にかけてアメリカ軍の歩兵としてベトナム戦争に

従軍し、のちに小説家となったTim O’Brienが、「ベトナム戦争作家」として

戦争の物語を書くことを期待される中、小説を用いて読者のその姿勢とどのよう

に対峙したのかを、1990年出版のThe Things They Carried (邦題『本当の

戦争の話をしよう』)を例に見てゆく 。   

読者を「閉じ込める」小説 

    －Tim O’BrienのThe Things They Carried を例に 

福本純子 特任教員 

 近年、福島第一原発事故をきっかけに、再生可能エネルギーへの関心が高まっ

ている。2012年7月には固定価格買取制度（FIT）が始まり、再生可能エネル

ギー利用を検討・導入しているのは、個人や企業だけでなく市民団体や地域社会

にまで及んでいる。 

 今回は、再生可能エネルギーのなかでも、水が豊富な日本で古くから利用され

てきた小水力発電を取り上げる。小水力発電は、長年稼働を続けてきた発電所が

残っている一方で、役目を終えて消えていった発電所が多いことも事実である。

本報告は、50年以上存続してきた農村の小水力発電の継続のしくみを社会学的な

視点から明らかにすることを通して、再生可能エネルギー利用の持続可能性につ

いて検討する 。 

      農村における小水力発電の持続可能性 

               －広島県の農村小水力発電を事例として  


